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XBRLの
エバンジェリストたち

Evangelists 
of XBRL

XBRLの
エバンジェリストたち

上場企業の情報開示は新たな歴史を歩み始める。四半期開示報告制度、

内部統制報告制度、そしてXBRLの導入である。財務情報の2次利用

を飛躍的に向上させる情報開示ツール、XBRLも上場会社と金融・証券市場との関係に大きなイ

ンパクトを与えるはずだ。この3月13日、東京証券取引所はディスクロージャー促進月間におけ

るイベントの一環として、XBRLJapan、日本公認会計士協会と共催し『XBRLJapan・東証

シンポジウム』を開催した。壇上でマイクの前に立ったXBRLの啓蒙者、そうエバンジェリスト

たちは、情報開示のフロンティアへと参加者を誘うために、熱い言葉を重ねる。ここでは、エバ

ンジェリストたちから発せられたメッセージの大胆な再構築に挑み、XBRLが創出する価値を浮

き彫りにする。読者の中から、社内におけるXBRLエバンジェリスト、投資家ネットワークにお

けるXBRLエバンジェリストがデビューすることを願ってやまない。

2008年、

東京証券取引所  



公
正
・
正
確
・
迅
速
を
要
請
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
潮
流

世
界
は
、
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
っ
て
い
る
。
猛

ス
ピ
ー
ド
で
進
化
を
遂
げ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ

て
、
世
界
の
金
融
・
証
券
市
場
の
隅
々
ま
で
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。
処
理
速
度
が
加
速
度
的
に
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
海
の
向
こ
う
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
金
融
商
品
の
リ
ス
ク
評
価
も
瞬

時
に
弾
き
出
す
。
３
月
に
は
北
海
道
と
シ
ベ
リ

ア
と
を
結
ぶ
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
が
調
印
さ

れ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ル
ー
プ
が
シ
ベ
リ
ア
大

陸
経
由
で
北
半
球
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
こ
と

と
な
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
高
度
化
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
用
で
き
る
質
の
高
い
情
報
の

流
通
を
誘
発
す
る
。
高
機
能
な
イ
ン
フ
ラ
と
高

品
質
な
情
報
と
が
、
膨
大
な
額
の
資
金
に
世
界

中
を
駆
け
巡
る
道
を
拓
く
と
も
言
え
る
だ
ろ

う
。
国
境
の
意
味
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
金
融
・
証
券
市
場
で
は
、
合
理
的

な
投
資
判
断
を
促
す
た
め
に
、
情
報
の
比
較
可

能
性
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
国
際
的
な
市
場
間
競
争
が
激
化
す
る
な
か
、

世
界
で
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
な

い
限
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
存
在
に
甘
ん
じ
る
よ
り

他
は
な
い
。
取
引
所
だ
け
で
は
な
く
上
場
企
業

に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
・
証
券
市

場
で
存
在
感
を
維
持
し
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
公
正
、
正
確
な
財
務
情
報
を
迅
速
に
、
か

つ
加
工
し
や
す
い
状
態
で
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」（
東
京
証
券
取
引
所
・
西
室
泰
三
社

長
）。
も
ち
ろ
ん
、
前
提
が
あ
る
。
会
計
基
準
、

監
査
基
準
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
基
準
が
各

国
で
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
で
は
、
本
質
的
な
比
較

は
難
し
い
。「
こ
こ
十
数
年
来
の
会
計
ビ
ッ
グ

バ
ン
に
よ
っ
て
、
日
本
の
会
計
制
度
は
連
結
決

算
に
始
ま
り
、
税
効
果
会
計
、
退
職
給
付
、
減

損
な
ど
と
会
計
基
準
の
国
際
化
が
矢
継
ぎ
早
に

進
ん
だ
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
日
本
独
自
の
特

殊
性
が
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
米
国
Ｓ

Ｅ
Ｃ
と
Ｅ
Ｃ
の
間
で
は
２
０
０
９
年
ま
で
に
会

計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
加
速
す
る
予

定
で
、
日
本
も
統
合
化
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
が
不
可
欠
だ
。
一
方
、
監
査
基
準
に
つ

い
て
は
、
２
０
０
２
年
の
改
訂
以
来
、
ゴ
ー
イ

ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
問
題
へ
の
対
処
か
ら
事
業

リ
ス
ク
を
重
視
し
た
監
査
、
四
半
期
レ
ビ
ュ
ー

基
準
の
設
定
、
そ
し
て
内
部
統
制
報
告
制
度
に

い
た
る
ま
で
、
国
際
的
な
基
準
へ
の
コ
ン
バ
ー

ジ
ェ
ン
ス
を
進
め
て
き
た
」
と
日
本
公
認
会
計

士
協
会
の
藤
沼
亜
起
会
長
。
会
計
基
準
と
監
査

基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
と
い
う
潮
流
を
別

の
視
点
か
ら
見
る
と
、
や
は
り
、
公
正
・
正

確
・
迅
速
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
浮
か
び
上
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
財
務
情
報
開
示
の

質
的
向
上
を
要
請
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
、
こ
と
ほ
ど
左
様
に
強
い
。
わ
が
国

に
お
け
る
内
部
統
制
報
告
制
度
の
法
制
化
に
尽

力
し
た
青
山
学
院
大
学
大
学
院
の
八
田
進
二
教

授
は
「
日
米
と
も
に
、
内
部
統
制
の
議
論
が
始

ま
っ
た
き
っ
か
け
は
不
実
な
開
示
に
あ
っ
た
」

と
指
摘
。「
適
時
開
示
の
観
点
か
ら
国
際
的
な

潮
流
に
合
致
し
た
四
半
期
開
示
報
告
制
度
、
そ

し
て
速
さ
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
く
そ
の
正
直

さ
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
財
務
情
報
が
作
成

さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
向
け
た
デ
ィ
ス
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
の
仕
組
み
が
内
部
統
制
報
告
制
度
」

と
語
る
。

コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
へ
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定

め
た
会
計
基
準
や
監
査
基
準
。
残
る
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
基
準
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
デ
フ
ァ

ク
ト
に
最
も
近
い
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ

の
界
隈
が
熱
く
な
っ
て
い
る
。
昨
年
11
月
に
ト

ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界

会
計
士
会
議
で
も
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
が
議
論
の
主
役
に

躍
り
出
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
、
藤
沼

会
長
や
八
田
教
授
が
口
を
揃
え
る
ほ
ど
だ
。
日

本
経
団
連
の
井
上
隆
税
制
・
会
計
グ
ル
ー
プ
長

も
「
会
計
基
準
が
着
々
と
世
界
的
に
収
斂
し
つ

つ
あ
り
、
そ
の
会
計
基
準
で
作
成
さ
れ
た
数
字

に
第
三
者
が
保
証
を
与
え
る
監
査
も
収
斂
が
図

ら
れ
て
い
る
。
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
は
、
残
さ
れ
た
開
示

制
度
に
つ
い
て
国
際
的
な
整
合
性
を
推
進
す
る

大
き
な
力
に
な
る
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。
い
わ

公
正
・
正
確
・
迅
速
を
要
請
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
潮
流

東京証券取引所 西室泰三社長日本公認会計士協会 藤沼亜起会長青山学院大学大学院 八田進二教授日本経団連 井上隆税制・会計グループ長ＸＢＲＬ Jａｐａｎ 金井淨会長

ディスクロージャー促進月間では「ＸＢＲＬシン
ポジウム」をはじめ多彩なイベントを開催した



ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
比
較
可
能
性
を
実
現
す
る

仕
組
み
に
お
い
て
総
仕
上
げ
の
役
割
を
担
う
の

が
、
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
上
場
企
業
と
の

新
し
い
関
係
が
始
ま
る

か
く
も
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
た

Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
期
待
に
応
え
る
だ

け
の
資
質
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
金
融
庁
・
小

林
利
典
総
務
企
画
局
開
示
業
務
参
事
官
が
「
見

る
情
報
か
ら
使
う
情
報
へ
」
と
表
現
す
る
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
紙
ベ
ー
ス
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
に
よ

る
財
務
情
報
と
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
の
財
務
情
報
と
は
根

本
的
に
異
な
る
。
財
務
情
報
一
つ
ひ
と
つ
の
数

値
に
意
味
が
添
付
さ
れ
た
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
な
ら
ば
、

表
計
算
ソ
フ
ト
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
容
易
。
２

次
利
用
の
た
め
の
加
工
も
自
由
自
在
だ
し
、
他

社
と
の
比
較
も
極
め
て
簡
単
な
操
作
で
可
能
と

な
る
。
国
際
標
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
海
外

企
業
の
財
務
情
報
も
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
日
本
語

版
に
翻
訳
で
き
る
。「
た
と
え
ば
、
決
算
発
表

の
ピ
ー
ク
時
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
を
求
め
ら

れ
る
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
は
転
記
ミ
ス
の
心
配
か

ら
解
放
さ
れ
、
本
来
の
分
析
に
集
中
す
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
」（
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
・

天
野
俊
彦
常
務
理
事
）。
ア
ナ
リ
ス
ト
の
ク
イ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
磨
き
が
か
か
る
だ
け
で
は
な

い
。「
現
在
、
日
本
の
ア
ナ
リ
ス
ト

は
国
内
す
べ
て
の
上
場
企
業
の
う
ち

１
６
０
０
社
程
度
し
か
カ
バ
ー
し
き

れ
て
い
な
い
が
、
カ
バ
レ
ッ
ジ
の
数

が
大
幅
に
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
」

（
大
和
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
ズ
・
米
山
徹
幸
理
事
）。
勉
強
熱
心
な
個

人
投
資
家
も
例
外
で
は
な
い
。
よ
り
多
く
の
会

社
の
財
務
情
報
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
効

率
的
か
つ
合
理
的
な
判
断
に
寄
与
す
る
は
ず
。

融
資
先
を
審
査
す
る
金
融
機
関
の
担
当
者
は
、

多
彩
か
つ
幅
広
い
視
点
か
ら
財
務
情
報
を
比
較

検
討
す
る
こ
と
で
精
度
の
高
い
企
業
評
価
を
可

能
に
す
る
だ
ろ
う
。
企
業
倒
産
予
知
の
研
究
で

数
々
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
筑
波
大
学
大
学
院

の
白
田
佳
子
教
授
も
「
授
業
で
の
財
務
分
析
に

Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
を
活
用
し
て
い
る
が
、
学
生
た
ち
の

感
想
は
、
も
う
デ
ー
タ
を
表
計
算
ソ
フ
ト
に
カ

ッ
ト
ア
ン
ド
ペ
ー
ス
ト
す
る
世
界
に
は
戻
れ
な

い
と
い
う
声
が
圧
倒
的
」
と
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
の
使
い

勝
手
を
高
く
評
価
す
る
。
今
後
は
、
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ

を
め
ぐ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ウ
エ
ア
や
シ
ス
テ
ム
な

ど
も
進
化
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。
東
京
証
券

取
引
所
の
長
友
英
資
常
務
取
締
役
は
、
信
じ
て

い
る
。「
２
次
利
用
に
優
れ
た
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
が
比

較
可
能
性
を
向
上
さ
せ
、
精
度
の
高
い
分
析
に

よ
っ
て
合
理
的
な
投
資
判
断
の
環
境
が
整
い
、

企
業
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
が
株
価
に
理
想

的
に
反
映
す
る
な
ど
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
価
格
形

成
機
能
が
高
ま
っ
て
い
く
」
と
。

で
は
、
財
務
情
報
を
提
供
す
る
上
場
企
業
に

は
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
大
和
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
米
山
理
事
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
多
く
の
上
場
企
業
が
、
午
後
３
時
直
後
に
決

算
発
表
し
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｒ

に
先
進
的
な
企
業
は
、
こ
う
し
た
説
明
会
の
模

様
を
映
し
出
す
動
画
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
付
帯
資

料
と
と
も
に
夜
の
10
時
ま
で
に
自
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ス
ピ

ー
ド
感
が
、
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
化
に
よ
っ
て
よ
り
い
っ

そ
う
加
速
す
る
は
ず
。
Ｉ
Ｒ
担
当
者
も
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
競
合
他
社
な
ど
の
状
況
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
分
析
し
、
常
に
自
社
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
」。
自
社
を

相
対
化
す
る
過
程
で
は
、
上
場
企
業
も
Ｘ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
の
ユ
ー
ザ
ー
に
他
な
ら
な
い
。
一
方
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
、
監
督
官
庁
や
金
融
機
関
、
証

券
取
引
所
、
個
人
投
資
家
層
と
い
っ
た
属
性
に

応
じ
て
複
数
の
仕
様
を
使
い
分
け
る
必
要
が
な

く
な
る
。
将
来
的
に
は
、
一
箇
所
に
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ

に
よ
る
財
務
情
報
を
提
供
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
利
用
者
に
再
発
信
す
る
と
い
っ
た
シ
ナ

リ
オ
も
描
け
る
。
財
務
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
に
よ
っ
て
、
効
率
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
も
視
野
に
入
っ
て
き
た
。

「
社
会
全
体
の
コ
ス
ト
削
減
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
」（
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
イ
ン

制度的かつ技術的か
らも、日本は世界の
ＸＢＲＬをリードし
うるポジションにあ
る。さまざまな分野
から活発な議論を積
み重ねることで、新
しいディスクロージ
ャー制度に磨きがか
かるのであろう。日
本が、グローバルで
デファクトとなる制
度創設に寄与する意
義は少なくない

シンポジウムには400名を超える参加者が集まった。
テーマ別に設定された三つの会場で、ＸＢＲＬの世界が
披露された

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
上
場
企
業
と
の

新
し
い
関
係
が
始
ま
る



タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
三
分
一
信
之
日
本
代
表
）。

財
務
情
報
の
ス
ー
パ
ー
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
メ
ガ

バ
ン
ク
で
は
「
取
り
扱
う
勘
定
科
目
の
数
が
７

万
と
も
８
万
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
企
業
に
よ

っ
て
は
、
勘
定
科
目
の
定
義
が
あ
い
ま
い
に
な

っ
て
い
た
り
、
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
事
例

も
少
な
く
な
い
。
標
準
の
勘
定
科
目
と
業
種
別

に
特
有
の
勘
定
科
目
を
用
意
し
て
い
る
Ｘ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
に
転
換
す
る
過
程
で
、
勘
定
科
目
を
標
準
的

な
カ
タ
チ
に
修
正
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
」（
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
・
柴
田
誠
金
融
委

員
長
）。

財
務
情
報
の
作
成
ミ
ス
を
撲
滅
す
る
、
と
い

う
指
摘
も
紹
介
し
よ
う
。
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
で
は
数
値

に
勘
定
科
目
ご
と
の
意
味
情
報
を
添
付
し
て
い

る
た
め
、
他
の
勘
定
科
目
と
の
間
で
整
合
性
が

取
れ
な
い
数
値
な
ど
を
検
出
す
る
機
能
が
あ

る
。
優
れ
た
校
閲
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
常
に
受
け

て
い
る
安
心
感
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る

日
本
の
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ

す
で
に
、
日
本
銀
行
で
は
「
金
融
機
関
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
、
効
率
的
な
デ
ー
タ
授
受
の
手

法
と
し
て
高
い
技
術
的
可
能
性
を
有
し
て
い
る

Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
を
活
用
し
て
い
る
」（
日
本
銀
行
・

和
田
芳
明
考
査
局
金
融
デ
ー
タ
管
理
担
当
総
括

企
画
役
）。

対
象
と
な
っ
た
約
５
０
０
の
金
融
機
関
す
べ

て
が
財
務
情
報
を
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
で
提
出
。
日
本
銀

行
は
、
金
融
機
関
に
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
化
の
た
め
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
無
償
で
頒
布
し
た
。
そ
れ
だ
け

の
コ
ス
ト
を
費
や
し
て
も
、
結
果
的
に
得
ら
れ

る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
上
回
る
と
判
断
し
た
結
果

だ
。
会
計
基
準
の
変
更
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
書

き
換
え
も
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
ゼ
ロ
で
乗
り
切

り
、
ス
ム
ー
ス
な
運
用
を
持
続
さ
せ
て
い
る
。

国
税
庁
で
は
「
２
０
０
２
年
に
、

ｅ
―

Ｔ
ａ

ｘ
に
お
け
る
法
人
税
関
係
の
申
告
書
に
添
付
す

る
財
務
諸
表
を
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
化
す
る
と
発
表
し
、

２
０
０
４
年
か
ら
受
付
を
開
始
し
た
。ｅ
―

Ｔ
ａ

ｘ
の
普
及
は
、
国
税
庁
の
当
面
の
最
重
要
課
題

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
」（
国
税
庁
・
玉
川

雅
之
長
官
官
房
企
画
課
長
）。

そ
し
て
、
金
融
庁
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
へ
の
採

用
で
あ
る
。「
２
０
０
８
年
度
か
ら
は
、
原
則

と
し
て
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
に
よ
る
提
出
と
す
る
計
画
」

（
金
融
庁
・
小
林
参
事
官
）。
現
在
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
で
財
務
情
報
を
開
示
し
て
い
る
の
は
国
内

外
の
会
社
と
フ
ァ
ン
ド
を
合
わ
せ
８
０
０
０
あ

ま
り
。「
こ
れ
だ
け
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
Ｘ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
に
よ
る
情
報
を
提
供
す
る
試
み
は
、
国
際
的

に
見
て
も
最
大
級
の
部
類
に
入
る
だ
ろ
う
」
と

金
融
庁
の
小
林
参
事
官
。
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
い

う
、
法
定
開
示
の
領
域
に
お
け
る
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
採

用
を
受
け
、
東
京
証
券
取
引
所
の
適
時
開
示
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
Ｔ
Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
も
２
０
０
８
年
夏

か
ら
本
格
的
な
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
の
導
入
に
入
る
。

「
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
化
の
対
象
は
、
決
算
短
信
の
サ
マ

リ
ー
情
報
と
財
務
諸
表
。
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
に
よ
る
Ｔ

Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
の
決
算
情
報
は
東
京
証
券
取
引
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
報
道
機
関
、
情
報
ベ
ン
ダ
ー

を
経
て
投
資
者
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
さ
れ

る
」（
東
京
証
券
取
引
所
・
吉
田
幸
司
上
場
部

課
長
）。
す
で
に
、
東
京
証
券
取
引
所
の
決
算

短
信
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
デ
ー
タ
試
験
公
開
サ
イ
ト
で

は
、
一
部
の
上
場
企
業
の
財
務
情
報
を
Ｘ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
で
提
供
中
。
そ
の
可
能
性
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
と
定
款
の
公
開
に

続
き
、
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
の
試
験
デ
ー
タ
の
公
開
、
そ

し
て
４
月
か
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
、
精
度
の
高
い
情
報
提
供
機
能
の
拡
充
に

余
念
が
な
い
。
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
連
な
る
デ
ィ
ス
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
促
進
月
間
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

た
理
由
も
納
得
が
い
く
。

国
際
標
準
で
あ
る
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
は
、
米
国
Ｓ
Ｅ

Ｃ
の
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
上
海

や
韓
国
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
金
融
監
督
当
局
な

ど
で
採
用
を
さ
れ
て
い
る
も
の
の
「
日
本
の
Ｘ

Ｂ
Ｒ
Ｌ
関
係
者
に
は
世
界
中
か
ら
講
演
の
オ
フ

ァ
ー
が
絶
え
ず
、
制
度
面
と
技
術
面
か
ら
見
て

も
世
界
で
最
も
先
行
し
て
い
る
の
が
日
本
」
と

Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
J
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
金
井
淨
会
長
。「
Ｘ
Ｂ

Ｒ
Ｌ
の
標
準
的
な
勘
定
科
目
と
企
業
特
有
の
勘

定
科
目
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
る
の
か
、

Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
時
代
の
監
査
手
法
を
ど
の
よ
う
に
開

発
し
て
い
く
の
か
、
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
は
単
な
る
Ｉ
Ｔ

の
話
で
は
な
く
、
会
計
や
監
査
そ
の
も
の
に
も

深
く
関
与
す
る
も
の
」（
日
本
公
認
会
計
士
協

会
・
中
山
清
美
Ｉ
Ｔ
委
員
長
）
だ
け
に
、
Ｘ
Ｂ

Ｒ
Ｌ
の
議
論
で
日
本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
激
変
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
金
融
・
証
券
市
場
で
の
日
本
の
国
際
競
争

力
も
強
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
、「
Ｘ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
を
通
じ
て
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
」（
Ｘ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
J
ａ
ｐ
ａ
ｎ
・
金
井
会
長
）。エ
バ
ン
ジ
ェ
リ

ス
ト
た
ち
の
仕
事
も
、
終
わ
る
こ
と
は
な
い
。

ＸＢＲＬＪａｐａｎのサイトでは豊富な情報を提
供。ＸＢＲＬをめぐる技術動向と世界の最新事
情を把握することも可能だ【上】。一方、東京
証券取引所では、決算短信に関するXBRL
データを昨年4月より試験的に公開してい
る（東証ホームページのリニューアルに伴
い、5月より提供再開予定）。当サイトでは、
上場会社33社の財務情報をXBRL形式で
取得、利用することが可能。XBRL形式の
データは、決算短信1枚目様式で表示する
ことや、表計算ソフトで取り込み、再利用す
ることも可能。ダウンロードして新しい世
界に触れてほしい

シンポジウム会場では、ＸＢＲＬ導
入を支援するソフトウエアなどが
展示された。使い勝手の良いツー
ルの登場など、利用環境も進化し
ている

http://www.xbrl-jp.org/aboutus/

http://www.tse.or.jp/rules/td/xbrl/
data/

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る

日
本
の
Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
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